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特定非営利活動法人ライツオン・チルドレン 

 

１ 事業の成果 

 令和 4 年度は、令和２年度の新型コロナウイルス感染拡大以降の活動の柱だった「パソコン寄贈＆オ

ンライン講習会」と「社会的養護職員向け IT セキュリティ/リテラシー研修」のプロジェクトに区切りを

つけることと、「コロナ後」も見据えた次のステップへ進むための企画や態勢作りに着手していくことが

主な目標であった。 

 「パソコン寄贈＆オンライン講習会」は、東京都と周辺 3 県での開催ペースを落としつつ、高知県や

沖縄県に向けて新たな形式や内容で講習会を実施し、令和 5 年度以降にどのような形で取り組みを発展

させていくか検討するための知見が得られた。また、パンデミック期に入職した職員が対面でのイベン

ト実施の経験を積むことができた。 

 法人設立以来、形を変えつつも続けてきたパソコン寄贈＆講習会の取り組みの中で、「高校生からパソ

コンに触るのでは遅いのではないか」、「中学生～高校生からスマホを持ち始めるときに、それ以前のデ

ジタル体験が乏しいことはリスクなのではないか」との考えから、より低年齢の児童も参加できるプロ

グラムの開発に着手し、「パソつか」（パソコンをつかってつくろう）として令和 4 年度後半からスター

トした。2 月に沖縄県の児童養護施設 2 か所で体験会（プレイベント）を実施し、小学校低学年から高校

生までの入所児童と一緒に、パソコンでプログラミングや動画編集を体験した。「パソつか」は令和 5 年

度から本格的に始動する。平成 30 年から行ってきた職業体験などのプログラム「ジョブリハ プログラ

ミングの仕事」は、令和 4 年度をもって休止した。 

 「社会的養護職員向け IT セキュリティ/リテラシー研修」は、令和 3 年度から引き続き都内の社会的養

護施設に向けて提供した。このプロジェクトは、令和 2 年度から続いた助成金の期間が終了するのに合

わせて、令和 4 年 12 月に報告会を実施し、令和 4 年度末でひとつの区切りをつけた。令和 5 年度以降は、

新たな内容と形式で、より広い範囲へ提供していくことを目指して準備に着手した。 

 企業等と社会的養護をつなぐ活動については、令和 3 年度から延期されていた防災グッズの寄贈が令

和 4 年度に完了し、6 月には、ボランティアで参加してくださった大学生の皆様も交えて、イベントを実

施した。当法人はこのプロジェクトで企業・大学・母子生活支援施設の間の連絡調整とイベントの企画

運営を担当した。その他、企業からの食品寄贈のコーディネートなどを行った。 

 児童福祉の浸透と啓発を図る事業は、それ単体としては休止している。企業内でのセミナーは実施し

ているが、企業として寄付や物品寄贈などの取り組みをして頂くときにほぼ限定している。 

 

 

２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業              （事業費の総費用【 24,705 】千円） 

定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 
従事者 
人数 

受益 
対象者 
範囲 

受益 
対象者 
人数 

事業費 
（千円） 

令 和 ４ 年 度 事 業 報 告 書 



社会的養護の
児童及び措置
解除者に対す
る自立支援事
業 

【パソコン寄贈＆オンラ
イン講習会】対象となる子
どもに 1 日間のオンライ
ンパソコン講習とパソコ
ン 1台を無償提供する。 

4 月から

3 月まで

全 8回（1

都 3県） 

8 月に 4

日間（沖

縄） 

ビデオ会

議 
8人 

東京・埼

玉 ・ 千

葉・神奈

川・沖縄

の 1 都 4

県の社会

的養護下

の高校生

と出身者 

74人 7,303 千
円 

【パソコン講習会】対象と
なる子どもに 1 日間のパ
ソコン講習とパソコン 1
台を無償提供する。 

8 月と 11

月の計 2

日間 

高知市内

（ 2 か

所） 

5人 

高知県の

社会的養

護下の高

校生と出

身者 

18人 2,198 千
円 

【パソつか】施設を訪問し
て、子どもと一緒にプログ
ラミングや動画編集など
を体験する。 

2 月に 1

回 

沖縄県内

の児童養

護施設 2

か所 

6人 

当該施設

の入所児

童 

25人 2,636 千
円 

【ジョブリハ プログラミ
ングの仕事】プログラミン
グに関する通年のスキル
トレーニング。 

5 月から

8 月まで

全 4 回

（プログ

ラム前半

で終了） 

ビデオ会

議 
6人 

社会的養

護下の高

校生など 

9人 289千円 

【ロッカーズ・ルーム】社
会的養護出身者の相談に
乗り、その他必要な支援を
する。 

随時 
事務所ほ

か 
2人 

社会的養

護の出身

者 

6人 126千円 

パーソナルコ
ンピュータ及
び情報機器の
再資源化事業 

企業等で使用済みとなっ
たパソコン等の寄付を受
け、その売却益を事業費に
充てつつ、資源の再利用を
図る。 

随時 

希望のあ

った企業

の事業所

など 

4人 

他の各事

業の受益

者 

他の各事
業の受益
者 

2,369 千
円 

児童福祉の浸
透と啓発を図
る事業 

【絵画プロジェクト】企業
のオフィスに社会的養護
児童の絵画を飾り、社会的
養護の啓発を図る 

通年 

企業オフ

ィス（ 1

社） 

2人 

該当オフ

ィスの社

員・訪問

者など 

不特定 262千円 

【社会で子育てドットコ
ム】ウェブサイトを通じて
社会的養護の浸透・啓発を
行う。 

随時（常

設ウェブ

サイト 

https:// 

shakaide 

kosodate 

1人 
不特定多

数 
不特定 2千円 



.com 

その他この法
人の目的を達
成するために
必要な事業 

【社会的養護職員向け IT
セキュリティ/リテラシー
研修】都内の社会的養護職
員への IT セキュリティ/
リテラシーの研修を無料
で実施する。12 月には報
告会を対面で開催した。 

5 月～12

月 に 19

回実施 

ビデオ会

議 
5人 

都内の児

童養護施

設・母子

生活支援

施設・自

立援助ホ

ーム 

16施設、
の べ 約
200人 

3,703 千
円 

【支援をつなげる】企業の
寄付・ボランティアなどの
資源を、社会的養護の現場
のニーズとつなげ、効果的
な支援を図る。 

5 月、 6

月、12月 

企業オフ

ィス、都

内母子生

活支援施

設ほか 

5人 

母子生活

支 援 施

設、地域

の食支援

対象者 

母子生活
支援施設
8 か所、
その他不
特定 

2,146 千
円 

【支援をつなげる】企業の
寄付・ボランティアなどの
資源を、社会的養護の現場
のニーズとつなげ、効果的
な支援を図る。 

5 月、 6

月、12月 

ビデオ会

議ほか 
2人 

社会的養

護下の子

ども、ほ

か 

未定 3,672 千
円 

 

 

（２）その他の事業                    （事業費の総費用【 0 】千円） 

定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 
従事者 
人数 

事業費 
（千円） 

  

  

  

  

  

  

 


